
インドネシアのスラウェシ仙 こおいて.･偽内に

生息する7秤マカクについて,外形特徴の稚内変

輿,その成長に仲う変化 種間雑種のTl餌などに

ついての調盃を行なった｡またムーアモンキーの

個体識別にILiずく個体関係の分析を続けている｡

3)全国のニホンザル個体群に関するデータベー

スの作成

退辺邦夫

ニホンザルの個体数や歴史的変遷を,具体的な

調査報告頬から再構成し,さらに系統だった資料

群の例から.財団法人日本モンキーセンター

年報.平成元年度:82･86.

2)改辺邦夫 ･三戸幸久 ･和田一雄 ･東 滋 :

(1990):誤ったニホンザル分布論一羽柴論

文に対するコメント.霊長輯研究,6:30-35.

3)壮辺邦夫 (1990):リゾート開発と天然記念

物.モンキー,234:3.

4)究 滋 (1991):国剖岳西斜面のヤクザル個

体群の地域構造.1990年度西部林道モニタリ

ング調査サル班報告.

として後世に伝えて行くために,こうしたニホン

ザル個体群に関する調査報告頬をデータベース化 学会発表

する作業が進められた｡

4)ニホンザルの社会生態学的,とくに自然群

の環境利用と個体群の構造

究 滋･足沢貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境

で,遊動する群れが示す生活と社会環境をとらえ.

生存に必要な条件をあきらかにするため,屋久島

と下北半島西部の地域個休数について継続的な調

査を行っている｡

5)下北半島西北部の群れの遊動に関する研究

足沢貞成

下北西北域のM,I,Z各群ともニホンザルで

は有数の広大な遊動域をもつ｡その生態学的条件

や個体群内部の構造などに焦点を当てて調査を続

けている｡

6)熱帯降雨林の霊長頬の群集生態学

究 滋

同所的に生息する数種の霊長頬について種問関

係,個体群構造,資源利用などに関して比較社会

生態学研究を行いcommunity 構造のなりたち

を考える｡

論 文 .

1)-watanabe,K.,Lapasere,H.and Tantu,

R.(1991):Externalcharacteristicsand

associateddevelopmentalchangesintwo

speciesorSulawesimacaques,〃dcαCα

tonheana and M.hechi,with special

rererencetohybridsandtheborderland

betweenthespecies. Primates,32(1):
61-76.

報告･その他

1)Watanabe,K.andMori,A.(1990):Pr0-

10ngedeffectsordevelopmentalretarda-

tion on the prospective reproduction

concernlngtOrood-shortageobservedin

Japanesemacaqtl.eSOnKoshimalsland･

XIIIthCongr.Tnt.Primatol.Soc.,Abst-

racts,p.49.

2)Watanabe.K.,Takcnaka,0..Iwamoto,M.,

Kawamoto,YりWatanabe,Tり Hamada,

YりSuryobroto,BりandBrotoisworo,E.

(1990):Syntheticanalysisonoriginand

speciationorSulaWeSimacaques.XIIIth

Congr.tnt.Primatol.Soc.,Abstracts,

p.137.

3)Azuma,S.,andMori,0.(1990):Hazard

orGenePollutioninShimokitaJapanese

Monkey.-ManagementProblemsconcern-

inghybridizationwithintroducedFormo-

sanmonkeys.VthTnt.Congr.Ecol.,Pre-
Symposium.

4)Azuma,S.(1990):Long-termedtrendor

Japanesemonkeypopulationinawarm

temperateforest.VthTnt.Congr.Ecol.,
Abstracts,p.340

サル類保健飼育管理施設

小嶋祥三 (施設長 ･兼)･松林清明･

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子1)

平成2年度のサル施設の活動を以下に述べる｡

1)~渡辺邦夫 (1990):ニホンザルの繁殖一幸島 1)教務職員
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1)先ず,第1放飼場の改修工事が行なわれた｡

節1放飼場は斜面になっているため,雨水等によ

り土砂が流れ低地部分に堆積してきた｡その結果,

壁高が低くなり,サルの逃1ニ さらには壁の倒壊

の危険も予想されるに至った｡長年営繕工率の要

求を行ってきたが,本年度その第1期分が認めら

れ,土どめを中心とした改修工事が行なわれた｡

今後,繁殖や飼育条件の改善を目指して,第1･

2放飼場の次段階の改修の要求を続けていく予定

である｡

2)本棟地下にいるチンパンジーイクロエ｣お
よびテナガザルの飼育条件改善の要求が海外から

あった.平成2年7月に,名古屋で国際霊長矯学

会が開催されたが,学会に出席 したB.プレザー

ル (かつてタロエとともに来日した仏人女性研究

者)は,本研究所に来所し ｢タロエ｣飼育条件の

改善を要望した｡その後女優B.パル ド一による

キャンペーン,国際霊長類保護連盟 (IPPIl)に

よるキャンペーンが行なわれ,数十通の抗議文が

国外より寄せられた｡これらのキャンペーンには

事実に反する記述が多い｡この問題は現在も引き

つづき対応しているところである｡サル施設とし

ては彼らの指摘にまつまでもなく,サル規の飼育

条件の改善に努力しており,チンパンジーについ

てはサル班行動実験棟 (合同棟)の建設を切望し

ている｡

3)平成元年度にチンパンジーが脱出する事件

があり.その後多くの対策が講じられた｡今年度

は10月にチンパンジーを含むサル逃走時の対策訓

練を,サル施設職員および所員で実施した｡逃亡

発見から捕範までの過程で,施設職員や所員がど

のように対応すべきかを明らかにした｡また,麻

酔銃やトランシーバー操作の訓練を行なった｡

4)サル施設職員の海外における調査｡平成2

年4,5月には松林 (清)がヒマラヤで,ニホン

ザルの高所 (低圧 ･低酸素)適応の研究を行なっ

た｡また平成3年1-3月には,矯人猿飼育を担

当している技官熊崎が,生活史部門杉山教授の隊

に参加し,アフリカギニア国ポッソウで野生チン

パンジーの調査を行なった｡

5)職員の異動については,技能補佐員東俊之

と本田ヤス子が平成3年3月31日付をもって退職

した｡また,平成3年3月より梅田せつ子が技能

補佐員となった｡平成3年4月より新規採用の技

官が着任する予定である｡

研究概要

1)サル類の繁殖に関する研究

松林清明

交尾による連続射精前後の精液性状 (精液塁 ･

精子数)の変化と回復の様相を調べた｡

2)実験動物としてのサル規の評価

松林清明

超高地 (標高5000m以上)への適応能を知るた

め,ニホンザル二頭をヒマラヤ･シシャパンマ嘩

(8027m)のBCおよびABCに持ちこみ.血球成

分や水分代謝系ホルモン,呼吸 ･心拍の変化等を

調べた｡

3)サル類の寄生虫に関する研究

後藤俊二

ニホンザルにおける消化管内寄生虫相の地域差

等について調査を行なっている｡

4)サル規の花粉アレルギーに関する研究

後藤俊二

ニホンザルにおけるスギ花粉症の発生状況を明

らかにするため,各地の群れを対象にスギ特異的

IgE抗体価の保有率を調べた｡

5)サル頬成長の生理学的および形態学的研究

鈴木樹理

サル頬の成長における飼育環境の影響を明らか

にするために,ニホンザルとアカゲサルについて,

屋外放飼群と,屋内飼育群について,体盃成長.

血液性状の年令に伴う変化を中心に解析した｡

6)サル規のストレス定量のための基礎的研究

鈴木樹理

日常的にサル規に負荷されている様々なストレ

スを定量するための基礎的研究として,ヒトによ

る採血の場面を設定し,その際に負荷されたスト

レスを血中および尿中の各種ホルモンの定鼠によっ

て推定する試みを行った｡

総 鋭

1)松林清明 (1990):実験動物の特性.獣医実

験動物学 (光岡知足 ･浪岡茂郎 ･輿水馨 ･前

島-淑編),川島書店.

論 文

1)Nakano,M.,Mizuno,T.and Gotoh,S.

(1990):Accumulationofcardiacliporus-

cininmammals:correlationbetweensex-

ualmaturationandthefirstappearance
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oflipofuscin.Mcch.AgeingDev.,52:93-

106.

2)Minezawa,MりNozawa,K.,Gotoh,Sり

Yoshihiro,S.,Hamada,Y..Inagaki,H.

andNigi,H.(1990):Acytogeneticstudy

oncongenitallimbmalformationsinthe

Japanesemonkey(Macaca/uscata).Pri･

mates,31:571-577.

3)Masataka.N.,Ishida,T..Suzuki,J.,

Matsumura,S.,Udono,S.andSasaoka,

S.(1990):Dominanceandimmunityin

chimpanzee(Pantroglodytes).Ethology,
85:147-155.

4)Ota,K.,Makino,Y.,Kimura,M.andSu-

zuki,J.(1991):LactationintheJapa-

nesemonkey(Macaca/uscata):Yieldand

compositionofmilkandnipplepreference

ofyoung.Primates,32:35-48.

報告 ･その他

1)野浮謙･松林清明･後藤俊二 (1990):パ ラ

オ諸島の在来鶏と野矧 こついて.在来家畜研

究会報告,13:123-131.

2)中村 伸･峰沢満･後藤俊二 (1990):ニホ

ンザルの花粉症.モンキー,235:4-7.

3)三輪宣勝 (1991):サル頬の長期飼育におけ

る問題点.アニテックス,1月号:24-29.

学会発表

1)松林酒明･赤松里香 (1990):ニホンザルの

連続射精と精液性状.第37回日本実験動物学

会総会.講演要旨,p.113.

2)Matsubayashi,K.,Nozaki,M.,Suzuki,J.,

Watanabe,G.,Taya,K.,Katakai,Y.and

SasamOtO,S.(1990):Seasonalchangesin

concentrationsorlmmunoreactiveinhibin

andtestosteroneintheperipheralbloodor

malcJapanesemonkeys(Macaca/uscata

/uscata).XIItthCongr.Int.Primatol.Soc.,

Abstracts.p.103.

3)Matsubayashi,K.,Gotoh,SHSuzuki,J.,

Takenaka,0.,Mukai.R.,Narita.T.,

Kobayashi,R.,Takasaka,M.andHonjo,

S.(1990):Presenceorsomeviralanti-

bodiesincaptiveandfree-ranglngJapa-

nesemonkeytroops.XIIIthCongr.Tnt.
Primatol.Soc.,Abstracts,p.182.

4)Suzuki,J.(1990):Milk,growthhormone

andsomatomcdinCsecretionintheJapa-

nesemonkey.Workshop"GrowthStudyor

theNon･HumanPrimates,Practicaland

ldealDesignortheStudy",XIII仙Congr.

Int.PrimatoLSoc.(Nagoya),July21,
1990.

5)Suzuki,J.andMatsubayashi,K.(1991):

Comparisonorgrowthbetweenindoor

andoutdoor-bredmaCaqueS.1ⅠIrdWork-

shop "Research and Development on

LaboratoryAnimalundertheJapan-China

AgreementonCooperationintheField

orScienceandTechnology".Abstructsor

thework-shopentitled"Qualitycontrol

oflabo-ratoryanimals",p.22-23

6)三輪宣勝 (1990):長期飼育における問題点.

第24回日本実験動物技術者総会.講涜要旨,

p.27.
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1990(平成2)年度サル規動態表

也産 莱 外 管 呼 潤 泌 そ 不 一明殺 死 宜 戻忠 戻忠 戻･ 患 戻忠

コ モ ン ツ パ イワ オ キ ツ ネ ザ ル* * ガ 5 j'ワタポウシ夕マリンヨ ザ ルリ ス ザ ル･フ サ オ マ キ ザ ルニ ホ ン ザ ル 141352 3148 71･1 12 .5 1.7- 1 113 21

ア カ ゲ ザ ルタ イ ワ ン ザ ルカ ニ ク イ ザ ルボ ン ネ ッ トザ ルベ ニ ガ オ ザ ル.ア ッ サ ム ザ ルバ タ ス ザ ルマ ン ト ヒ ヒ 3721412 35122 11 321 31 3

小 計 126 101 9 3 7 14 1 9 6

1)増加総頭数 一減少総頭数 -差引増加頭数
126- 150(減少)ニー24(減少)

1990(平成2)年度末飼育頭数

種 名 頭 数 種 名 頭 数

コ モ ン ツ パ イ 7 ニ ホ ン ザ ル 396

ワ オ キ ツ ネ ザ .ル 4 ア カ ゲ ザ ル 238

オ オ ガ . ラ ゴ 4 タ イ ワ ン ザ ル 15

コ モ ン マ - モ セ ッ ト 4 ブ タ .オ ザ ル 4

ワ タ ポ ウ シ タ マ リ ンヨ ザ ルリ ス ザ ルア サ オ マ キ ザ ルチ エ ウ ベ イ ク モ ザ ル 1593ll1 ベ ニ ガ オ ザ ルボ ン ネ ッ ト ザ ルカ ニ ク イ ザ ルア ッ サ ム ザ ルセ レ ベ ス マ カ クマ. ン ト ヒ ヒ 31458129

ケ ナ ガ ク モ ザ ル 1 シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2

､ ド リ ザ ル 6 ア ジ ル テ ナ ガ ザ ル 2

パ タ ス ■ ザ ル.ミドリザル ×パ タスザル 1.2 チ ン パ ン ジ ー 10
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